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福井県の概況

人 口 ７７４，４０７人
（Ｈ30.4.1現在福井県推計人口）

高齢化率 ３０．０％
（Ｈ30.4.1現在福井県推計人口）

市町村数 １７市町（９市８町）
過疎地域 ６市町（２市４町）

桃色…過疎市町（１市２町）
紫色…過疎地域を含む市町

（１市２町）
集 落 数 ２，９０５集落
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福井県の「幸福度日本一」を支える基盤の一つとして、地域
のつながりの力や集落の活動が挙げられる。

しかし、今後、集落の人口減少や高齢化がさらに進展すると、
ささえあいや地域の伝統行事など集落機能の低下が懸念される。

将来においても、集落活動が継続され、住み続けたい集落で
有り続けるためには、集落の活性化が重要な課題である。

そこで、集落の活性化に必要な施策を企画立案するために、
本県で今回初めて、県内全集落を対象に調査を実施した。

調査目的

集落実態調査
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集落実態調査は、「アンケート調査」「聞き取り調査」「市町状況調査」
により実施

集落実態調査

アンケート調査 聞き取り調査 市町状況調査
■調査時期 Ｈ29.7～8
■対 象 全2,905集落

(全3,742自治会)
■回答者 自治会長
■回答数 2,856件
■回答率 76.3％
■調査項目 生活環境、

ささえあい、
集落の活動など
全２８問

■調査時期 Ｈ29.８～９
■対 象 県内48集落

（地域区分ごと
に抽出）

■回答者 自治会長
■調査方法 県と市町職員

の訪問による
聞き取り

■調査項目 集落の特徴、
生活環境、
集落の活動

■調査時期
Ｈ29.８～12

■対 象
全17市町

■調査内容
集落対策について、
市町への照会や
ヒアリング、
意見交換を実施

調査概要

集落実態調査
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１ 集落の高齢化・人口減少

極小規模:10世帯未満 小規模:10～49世帯 中規模:50～99世帯 大規模:100世帯以上
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図１ 高齢化集落数の推移および世帯数構成 図２ 世帯の家族類型別割合の推移

104集落

190集落

（国勢調査）

（県市町振興課調査）

高齢化集落（※）は平成２１年１０４集落から平成２９年１９０集落
まで年々増加。特に５０世帯未満の小規模な集落において増加が顕著
（図１）（※）６５歳以上の高齢者が人口の５０％以上を占める集落

世帯の家族類型別割合の推移を見ると「核家族世帯」と「単独世帯」
が増加する一方で、「核家族以外の世帯」の割合が減少（図２）

調査結果

集落実態調査
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２ 住民の生活環境

お年寄りだけで暮らしている世帯が
ある集落は全体の９３％ある。（図３）

一人暮らしのお年寄りの安否確認は、
ほぼ毎日行われている集落が１７％
ある一方、まったく行われていない
集落が２０％ある。（図４）

お年寄りの移動手段は、本人運転の
割合が最も高い。（図５）
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ほぼ毎日 １～２か月に数回 半年に１回程度 年に１回程度 行っていない

図４ お年寄りの安否確認の状況

図３ お年寄りだけで暮らしている世帯

（回答数合計＝2,768集落）

（回答数合計＝2,607集落）
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図５ お年寄りの移動手段（複数回答）

今は運転ができても、将来できなくなった時の交通
手段の確保が必要。

聞き取り調査（自治会長の主な意見）

（実回答数＝2,856集落）

調査結果②

集落実態調査

高齢者の暮らし
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空き家は約８割の集落に存在しており、
その約半数は管理が行われていない。
（図６）（図７）

空き家の把握はしておらず、活用や解決策をあまり
考えていない。

聞き取り調査（自治会長の主な意見）

76% 21%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない

図６ 空き家等の有無

図７ 空き家等の管理状況

47% 31% 22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理されている ほとんど管理されていない わからない

（回答数合計＝2,772集落）

（回答数合計＝3,291棟）

調査結果③

空き家の状況

集落実態調査
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３ 集落への想いや将来への展望

31% 57%

6% 6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強く感じている 多少感じている 感じていない わからない

（回答数合計＝2,793集落）

図８ 集落に対する愛着や誇り

3%

40% 57%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

活性化 現状維持 衰退

（回答数合計＝2,753集落）

図９ 今後（おおよそ１０年後）の集落の様子

21% 25% 54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後話し合う予定 すでに話し合っている 話し合う予定は無い

（回答数合計＝2,740集落）

図１０ 将来についての話し合い

約９割の集落において住民は、自分の
集落に対して愛着や誇りを感じている。
（図８）

一方で、半数以上の集落が将来衰退する
不安を感じているが、その対応について
話し合いが行われていない。
（図９）（図１０）

このままだと消滅してしまうと思う。でも何をした
らよいのか分からない。

聞き取り調査（自治会長の主な意見）

調査結果④

集落実態調査
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４ 集落活動

図１１ 取りやめた活動（複数回答）

図１２ 残したい活動（複数回答）
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図１３ 継続する手段（複数回答）
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規模を縮小 周辺の集落と共同 集落外の人たちに依頼

68%

1%

31%
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予定する人がいる 集落外に存在 わからない

（回答数合計＝2,741集落）

図１４ リーダー候補者

「ささえあい」「にぎわいづくり」といった活動は現在取りやめられている割合
が高いが、一方で残したい活動でもある。（図１１）（図１２）
継続する手段は「周辺集落と共同」「集落外の人たちに依頼」が有効（図１３）
集落活動の中心となる次世代のリーダーを想定できない集落がある。（図１４）

基本活動：寄り合い・広報誌・回覧板等 にぎわいづくり：祭りや伝統芸能の継承活動、旅行などレクリエーション活動 ささえあい：お年寄り世帯や子どもの見守り等
環境美化・維持管理：集落の道路や水路、山林、農地・神社等の管理 防災：自主防災活動等 鳥獣害：鳥獣害への対応 スモールビジネス：特産品の開発・販売等

調査結果⑤

集落実態調査
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５ 集落活性化策

図１５ 効果的な活性化策（複数回答）
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（実回答数＝2,856集落）

図１６ 活性化に必要なもの（複数回答）

6%

15%

24%

32%

52%

60%

62%

0% 20% 40% 60% 80%

活動拠点

近隣との協力や調整

ノウハウやアドバイザー
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世話役・リーダー
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（実回答数＝2,856集落）

集落を活性化させるためには「近隣と
の協力」「福祉サービスの充実」
「人との交流」が効果的である。
（図１５）

活性化のためには「活動の担い手や
リーダー」「住民の意欲」が必要で
ある。（図１６）

調査結果⑥

集落実態調査
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（１）集落の高齢化・人口減少
子世帯が住み続けたいと思える魅力的な集落づくり

（２）住民の生活環境
安否確認など見守り活動を維持する仕組みや将来の交通手段の確保

（３）集落への想いや将来への展望
集落内での危機意識の共有と行動を促す仕組みづくり

（４）集落活動
周辺集落との共同化の仕組みづくりと次代のリーダーの養成

（５）活性化策
活性化に向け動き始めている集落の取組みを近隣の集落へ波及

調査結果から見えてきた課題

集落実態調査
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人口減少時代においても、地域で生き生きと暮らしていくため、地域住
民の意欲喚起と行動、住民の活動を引き出す行政の支援により、人口減
少時代に適応した元気な地域づくりを進めていく。
（１）住民が自ら行動し、近隣集落が相互に支え合う仕組みづくり
集落の現状、将来の姿を地域住民が共有し、各地域において活動する人づくりを進める。
移住者など集落外の人の力も活用し、近隣集落が互いに補い合い、支え合う仕組みづくりを進める。

（２）地域の資源を活かした魅力あるふるさとづくり
新たな発想による先進性、独自性のある集落活性化策を県と市町が共動して実施し、住み続けたい魅
力あるふるさとづくりを進める。

（３）自立した活力ある地域活動の県内全域への展開
地域のつながり力を活かし整備してきた住民が寄り合う拠点づくり(福井ふるさと茶屋)をさらに進める。
複数集落による共同活動の体制づくりや集落が継続して収益を得る仕組みづくりを支援する。
集落活動の活性化に取り組む集落をけん引役にして、他の集落へ波及させる。

今後の施策の方向性

集落実態調査
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平成３０年度当初予算

事業名 概 要 予算額
（千円）

① 集落活性化支援
事業

市町が将来にわたる集落機能の維
持・活性化を目的として策定する「集
落活性化計画」に基づき実施する施策
を支援

６４，０００

② 新福井ふるさと
茶屋支援事業

概ね小学校区単位の地域において、
既存施設を活用し、住民が寄り合いつ
ながりの強化ならびにコミュニティ・
ビジネスを行う活動拠点の整備や活動
経費を支援

３６，０００

集落活性化策
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①集落活性化支援事業

目 的 市町が「集落活性化計画」に基づき実施する集落機能の維持・活性化策
を支援し、元気な地域づくりを進める。

計画内容 ①集落活動の担い手の育成
②小規模・高齢化集落の機能維持・確保策
③地域の実状に応じ、市町が独自に企画
立案した地域の集落活性化策

補 助 率 県１／２（市町１／２）

補助上限額 ３０，０００千円／市町

総 額 ５．１億円（３０～３４年度の５年間）

【地域に応じた集落活性化策】【小規模・高齢化集落の機能維持】【集落の担い手の育成】

【「集落活性化計画」のイメージ】

集落活性化策
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②新福井ふるさと茶屋支援事業

目 的 地域において、空き家等を活用し、住民が寄り合う活動拠点の整備や活
動に要する経費を支援することにより、地域の「つながり力」を強化し、
意欲ある集落の活動をさらに促進

事業内容 活動拠点となる既存施設（空き家等）の整備や施設を利用した活動に必
要な初期経費（原材料、備品等）等の支援

実施主体 複数集落、単独集落

補助率 県２／３ （市町１／３）

補助上限額 拠点整備 １，０００万円
（廃校舎等の改修の場合３，０００万円）
活動経費 ６００万円

事業期間 ３０～３４年度 【福井ふるさと茶屋統一シンボル（提灯）】

集落活性化策
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「福井ふるさと茶屋」の概要

拠点の形成
つ
な
が
り
強
化

い
き
が
い
創
出

・特産品づくり
・伝統料理の伝承
・地域外との交流体験

など

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス

・農家レストラン
・農家民泊
・カフェ
・地元農産物の販売

など

相
互
扶
助

・高齢者サロン
・健康教室
・高齢者の見守り活動

など

活動事例

【くまだん畑の農業体験】

【農家レストラン】

【釜炒り茶づくり】

【えきまえショップ】

【健康教室】【高齢者が集うカフェスペース】

改修

【集落内の空き家】

【ふるさと茶屋】

集落活性化策
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「福井ふるさと茶屋」の紹介

「清右ヱ門」
小浜市遠敷

「細呂木ふれあいセンター」
あわら市細呂木

「縄文の里」
勝山市遅羽

「さわや」坂井市竹田

「今庄宿」
南越前町今庄宿

「観自庵」
高浜町青郷

「みんなの茶の間八三六」
美浜町耳地区三ケ

「杵と臼」 福井市東郷

「白山さんち」
越前市白山市

「くまカフェ」
越前町西三区

「きらやま茶屋」
若狭町三方

福井県内の茶屋
１１市町１１カ所
（H27～H30整備）

集落活性化策
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ご清聴
ありがとう
ございました。
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